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一研 究 報 告 一

妊娠後期の父親と母親における親としての認識の違い

衣 笠 裕 美*・ 栗 山 理香*・ 羽 座 典 子**・ 上 田惠子***・ 石 井 京 子****

中 嶋有 加 里*****・ 藤 原 千 惠 子*****

DIFFERENCE OF THE PARENTAL RECOGNITION BETWEEN 

A FATHER AND A MOTHER IN LATE PREGNANCY 

Kinugasa Y, Kuriyama R, Haza N, Ueda K, 


Ishii K, Nakajima Y, Fujiwara C.
 

要 旨

育児を行う夫婦への効果的な育児支援方法を考える一助として、父親と母親の親としての認識について共通点 と差異を

比較した。対象は妊娠28週 以降で初めての出産を迎える夫婦とした。回答は、属性は選択式、それ以外は文章完成法で

求め、文章完成法は内容分析法で分析を行った。

両親ともに親になることに対する喜びを感じている反面、初めての育児に対する不安を抱いているというアンビバレン

スな思いを持っている。しかし、父親は母親より実感がない分、具体的に育児などについて考えられておらず、母親は父

親に対 して夫としての精神的サポー トを期待しているのに対して、父親はその重要性に気づいていないなどの差異も認め

られた。医療者は両親学級への参加を促進し、父母がお互いの気持ちを理解 し、胎児が生まれる前に育児技術 を習得でき

るように援助 していくことが大切であると考えられる。
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1.緒 言

少子化、女性の社会進出など社会環境の変化に伴い、母

親にとって一番身近な存在である父親の育児参加の必要

性が社会全体で指摘されてきた。政府は1999年12月 、

少子化対策の具体的計画(新 工ンゼルプラン)を 策定し、

父親への妊娠出産に関する情報提供、啓発な どを推進し、

性別役割分業や職場優先の企業風土を是正する方向を示

している1)。また、医療施設においては、両親学級や立会

い分娩が増加し、父親が早期 に親役割を取得し、積極的に

育児に取 り組めるような援助が求め られている。 しかし、

男性は仕事、女性は家事や育児をするという性別役割分業

意識は根強く、以前に比べ、父親の協力を得られるように

なってきているとはいえ、母親が父親に比べ育児ス トレス

が高く夫婦関係の満足度が低 く2)、依然として母親のニー

ズに合ったものではない。

これまで母性に関する研究は数多く行われてきている

一方、父性に関する研究は徐々に増えてきている。しかし

内容面で、父性意識の影響因子および父性意識の実態に集

中し、父性の受容 ・形成過程についての研究は少ないとい

う報告もある3)。育児を行 う上で母性と父性は同じように

大切なものであり、妊娠中か ら母親のケアだけでなく、父

親のケアも重要 となっている。より多くの父親が出産や育

児に積極的に参加するようになれば、育児不安や母親の孤

独感などがなくなり、育児を行 う環境はよりよくなるので

はないかと考える。父性は、一般に子 どもが生まれたあと

に、子どもに対する責任感として生じてのるものといわれ

ている4}。本研究では、村上らの定義にあるように、父性

とは 「現に子どもを育てているもののほかに、将来、子 ど

もを育てるべき存在、および過去においてその役 目を果た

したものをいう」と定義し、男性のすべてを父性というこ

とができる5)と 考えている。

また、本研究では父母の認識について、選択式ではなく、

文章完成法を用いて調査 した。文章完成法とは、人間のも

つ情緒的な傾向や態度、あるいは物事に対する関心や動機

などを測定するときに用いられる。この方法は不完全な文

章に、語句や文章を挿入して一つの文章を完成し、調査対

象者のもっている心の状態を測定する方法である6)。この

方法を用いたのは、父母それぞれのありのままが表現され、

特に今 まであまり研究されて こなかった父親の認識 を理

解するのに有用であると考えたためである。一

n.研 究 目的

本研究の目的は、育児を行う夫婦への効果的な育児支援

方法を考える一助として、まず初めての出産を迎える妊娠

後期の父母を対象に、親になって思うこと、父親が配偶者

から夫として期待されていると思うこと、母親が配偶者に

対して夫として期待することについて、父親 と母親の認識

の共通点と差異を分析することである。

川.研 究方法

1.調	 査期間

2004年5月 上旬～6月 下旬

2.調	 査対象

対象は、初めての出産を迎える現在妊娠中の夫婦198

組とした。なお、対象の選択においては妊娠28週 以降で

あること、妊娠経過に問題のないこと、夫婦がそろってい

ることを条件とした。

3.調 査方法

研究協力の依頼をしていた近畿圏内の2ヶ 所の病院に

おいて、妊婦健診などのために来院した夫婦を対象に、研

究の趣旨および研究内容を説明し、研究参加の了承を得た

人のみに調査票を配付 した。調査は夫婦それぞれに調査票

を準備 し、来院していない父親へは母親から手渡すという

方法で行った。説明及び調査票の配付は、1ヶ 所目の病院

では助産師が、2ヶ 所 目の病院では研究者が行った。調査

票は無記名で、夫婦で互いに相談することなくそれぞれの

調査票に記入 してもらい、夫婦別々の返信用封筒による郵

送回収 とした。

4.調 査内容

1)対 象者の属性に関する項 目

属性は、①夫婦の年齢②夫婦の結婚年齢③夫婦の就業状

況④家族形態⑤親になる実感⑥今回の妊娠の予定である。

2)親 意識に関する項目

親意識は、「親になることをわた しは」という刺激文の

後に自由に記入してもらった。

3)夫	 としての期待に関する項目

夫としての期待は、①父親に対 して 「妻がわたしに対し

て、夫として期待 していることは」②母親に対して 「わた

しが夫に対して、夫として期待することは」という刺激文

の後に自由に記入してもらった。 
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回答は、属性に関する項目では選択式、親意識 ・夫とし

ての期待に関する項目では、文章完成法で求めた。

5。分析方法

属性はSPSSver11.5」 を用い統計処理を行った。文章完

成法を用いた項 目に関しては内容分析法を用いた。内容分

析法とは、対象者が表現 したデータをコー ド化したり分類

したりするものである。この方法は、あくまでも得られた

データを分析 していく中でカテゴリー化する、というとこ

ろが特徴である7)。分析は以下の手順で行った。①文章完

成法で記入された内容は1つ の意味内容を1コ ー ドとし

て抽出する。②抽出されたコー ドは共通する内容のものを

集め、サブカテゴリーとする。③サブカテゴリーはさらに

共通内容ごとにカテゴリー分類する。④抽出及び分類過程

においては、客観性を得るため、複数の者で別々に行い相

互の一致性を図る。

6.倫	 理的配慮

本研究は大阪大学医学部医学倫理委員会の承認を得て

実施した。具体的には以下のようなことに配慮した。①調

査票配付時には研究の目的、研究 目的以外に使用 しないこ

と、研究への参加は自由であ り、不参加の場合でも診療に

影響 しないことを説明し、調査票にも明記 した。②調査票

の保管や処理に関しても、研究者以外の目に触れることが

ないようにした。③調査票は無記名、郵送回収とし、対象

を特定できないようにした。④夫婦それぞれに参加の自由

が認められるよう、返信は夫婦別々に行った。

iv.結 果

調 査 票 の 回収 は 、 父親31名(回 収 率15.7%)、 母親38

名(回 収 率19.2%)で あ り、文 章 完 成 法 の欄 に全 く記 載 が

な か っ た 無 効 回 答 を 除 く と 、 有 効 回 答 は 、 父 親27名

(87.1%)、 母 親37名(97.4%)で あ っ た 。 また 、文 章 完

成 法 の分 析 結 果 は 、 カ テ ゴ リー をr』 で 、サ ブカ テ ゴ

リー をrjで 、 コー ド例 を ζ 丿で 示 した 。

1.対	 象 者 の 属 性 に 関 す る 項 目

父 親 の年 齢 は24～40歳 で 、平 均31.7歳(SD4.2)で あ

った 。結 婚 年 齢 は23～39歳 で 、平均30.0歳(SD3.9)で

あ った 。 就 業 状 況 は 「就 業者 」27名(100%)で あ っ た 。

家 族 形 態 は 「核 家 族 」26名(96.3%)、 「自分 の 親 と 同居

また は2世 帯 住 宅 」1名(3.7%)で あ っ た。父 親 にな る と

い う実 感 は 「あ る 」12名(44.5%)、 「少 しあ るJ11名(40.7%)、
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「あ ま りな い 」3名(11.1%)、 「な い」1名(3 .7%)で あ

っ た 。 今 回 の 妊 娠 を 「予 定 して い た 」18名(66.7%)、 「予

定 外 で あ っ た 」9名(33.3%)で あ った 。

母 親 の年 齢 は18～37歳 で 、平均28.4歳(SD4.4)で あ

っ た。 結婚 年齢 は18～37歳 で 、平 均27.2歳(SD4.1)で

あ っ た 。 就 業 状 況 は 「専 業 主 婦 」26名(70.3%)、 「就 業

者 」11名(29.7%)で あ り、「就 業 者 」11名 中2名(18.2%)

は 「休 職 中」 で あ った 。 母 親 の 家 族 形 態 は 「核 家族 」32

名(86.5%)、 「自分 の親 と 同居 ま た は2世 帯 住 宅 」3名

(8.1%)、 無 回答2名(5.4%)で あ っ た 。母 親 にな る と い

う実 感 は 「あ る 」15名(40.5%)、 「少 しあ る 」19名(51.4%)、

「あ ま りな い」2名(5 .4%)、 無 回 答1名(2.7%)で あ っ

た 。 今 回 の妊 娠 を 「予 定 して いた 」24名(64.9%)、 「予 定

外 で あ った 」12名(32.4%)、 無 回答1名(2.7%)で あ っ た 。

2.親	 意識に関する項目

父親が親になって思うことは、表1の ように 『親になる

ことに対する喜びを感じている』『初めての育児に対する

不安を抱いている』『親になる責任 を感 じている』などの

7つ のカテゴリーに分類できた。r親 になることに対する

喜びを感じている』には、「楽 しみ」「嬉 しい」「誇 りに思

う」などの5つ のサブカテゴリーが含まれた。

母親が親になって思うことは、表2の ように 『親になる

ことに対する喜びを感じている』『初めての育児に対する

不安を抱いている』『親になる責任を感 じている』などの

9つ のカテゴリーに分類できた。『初めての育児に対する

不安を抱いている』には、「不安になる」「戸惑い」などの

4つ のサブカテゴリーが含まれた。

3.夫	 としての期待に関する項 目

父親が配偶者か ら夫 として期待されていると思 うこと

は、表3の ように 『育児への積極的な参加』『家計を支え

る』などの8つ のカテゴリーに分類できた。『育児への積

極的な参加』には、「育児参加」「乳児と遊ぶ」などの4

つのサブカテゴリーが、『家計を支える』には、「収入を得

る」「しっか り仕事をする」という2つ のサブカテゴリー

が含まれた。

母親が配偶者に対 して夫として期待することは、表4の

よ うに 『育児への積極的な参加』『互いに支えあう』など

の12の カテゴリーに分類できた。
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表1父 親が親になって思うこと 

n=25

カテゴ リー サブカテゴリー コー ド例

親 になることに対する喜びを感 じている 楽 しみ Lみ69ノ


嬉 しい 虐 しρ`の


誇 りに思う 父親 になることを誇%/ご窟 ラω


親 になることを望む 親 κなることを望む ω


幸せ 幸ぜ・iっ τ乙,るr1丿


初めての育児に対する不安を抱 いている 不安 になる 不安64丿

親 になる責 任を感 じている 責任を感じる 重 く感じτ`1るω 茸 在を責 ラω

妻と子ど道の」毒在菱すべ て受1九止める(7」

親になることに対して実感がない 親 になることに対 して実感がない あまヴ実廓 £な61ω

自分の親へ思いを寄せ る 自分の親の気持ちが理解できる 6分 の茘7の気勇チち力蠏 できそラζ7丿

親になることを不本意だとは思わない 親になることを不本意だとは思わない 不痢煮だとば少乙占源わな`,ω

わからない わ からない ?<>」

注)O内 はコード数

表2母 親が親になって思うこと 

n=37

カテゴ リー サブカテゴリー コー ド例

親 になることに対 する喜 びを感 じて 楽 しみ 柔 ℃み くs/の 寿 ちκ 乙τ`,る(3)得 ち還:乙61r1丿


いる


嬉 しい 属 αDr刀


期 待 簸 痔 ω


親 になることを望む 親 になることを望 んzc,る ω

初 めての育児 に対する不 安を抱 い
ている 不安になる 不安r1の 盲 働 デなG'(1)塔 溜 いr1丿

テ∠!どなどで、覩 κ膨む母親などを児 ると、β分1財 文夫か な
との細 仁なるω

戸惑い 戸癰 って了,るく2)

怖い 伽Dω

まだ早いと思ラ 少乙早ρと観ラごとがあるω

親になる責任 を感じている 責任を感じる 黄:在菱愿むるω 黄:在の重 さκ押乙つぶ 劼 ぞうr1丿

大人社会の一員となる 親 になることでようや◇しぺ豺会 の一頁 となる気が ≠るω


親 になることに対して実感がない 親になることに対して実感がない 薙 できτρな6,ω 実感が黜,ω


自分の親へ思 いを寄せる 自分の親に感 謝している β分の鍬 う嬲 乙τひるω


夫とならやっていけそう 夫とならやっていけそう ♪ξと=ノくでな ら〃乳とか やつzc}ゲ ると療ラ/か


美となら何 でるやっτ乙Vナる窈 が ≠るr1丿

親になる心の準備はできている 親になる心の準備はできている のの華蒲なで きてτDる ω


できる限 りのことをする できる限りのことをする ♪ξと綴 しな が≧5、できる瓔 ダのごとをするω


胎児が元気であれば良い 胎児が元気であれば良い 子が五爾 定で元気であカば 翹κの配ずること1欲な`¥か


注)()内 は コー ド数 
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表3父 親が配偶者から夫として期待されていると思うこと 

n=21


カテゴ り一 サブカテゴリー a一 ド例

育児への積極的な参加 育児参加 子守J/>丿 醐 融 な育踞rか 子育 τを凄 在ぜだ乙な6,r1丿

乳児と遊ぶ 子ど着と遊ぶγ1丿

乳児と妻の十分な相手をする 子、妻とるに ナ分な祖手をするrか

乳児をサポートする 子ど髱の ザポ ーF<>J

家事への積極的な参加 家事を手伝う 彖事 を手伝 ラ(2)

家計を支える 収入を得る 金鍔露1丿 彖γこ撮 をスカるω

安定乙た4¢λω 綉嫐 こ豊か/"なるω

しっかり仕事 をする 廿事ω 仕笋を乙て空計を立て%a'<7)

健康でいる 健康でいる 艨 營理ω 艨 で`bるω ずうと元気でひるω

夫婦関係が良好であるように配慮する 信頼関係を築く 停鬘γご翻 レあノ袤る軅 礫 くτ1丿

仲良く過ごす 芙翩 覚塾つ5ξでる勲良 ぐ6tらノZるr1丿

今のままでよい 今のままでよい 今のまま で61`}②

妻をサポー トする 妻をサポー トする 啻々な≠宏`}ω

わか らない わからない ?(1/

注)0内 はコー ド数

表4母 親が配偶者に対 して夫として期待すること 

n=37


カテゴ リー サブカテゴリー コー ド例


育児への積極的な参加 育児参加 子」亨てた協力乙τな 乙乙D仞 朝 癨7で身立rノ丿


ゐ嬲β な必 ブ スカ てぼ 乙ρω


乳児を可愛がる 子ど看を砿愛 がる(2)


家事への積極的な参加 家事をする 璽帰グ出産をずるρ羲 少乙ば家事が寉 るようκなつ
てぼし6、 ω

家事で自立ω

家事を手伝うL 拐力糊1励Zた と糘 事を手伝っτぼα 隻r1丿

たまに家事を手宏ラrか

家計を支える 収入を得る 錣 面で盲立ω 安定乙た4にス差摎るω

しっかり仕事をする 廿事鑼 るω

健 康でいる 健康でいる 鹸 でρるω 長生きr1丿今のまま鹸 で長生き乙τ
ぼ乙ρω

夫婦関係が良好であるように配 気遣ってほしい 着ラ少Lizっ 褓 しρθ丿

慮する

仲 良く過ごす `bつま で着舛艮く週 こすで1丿

話をたくさんする 修 θだぱた 信 ん話 菱するω


今のままでよい 今のままでよい 今5ξでどゐbち崕『しぐ、課6tや グのある美 で`1る(3)


今のまま変力 らなρ6の・

`tつ まで看砂良 く暮ら乙τ乙vナるようκ.今 のまま秘 を

オ勤 ご乙てぼ 乙61ω

互いに支 えあう 協 力しあう 協.カL.」勤!ナ」今ラ(2)

巻笋 がズ事 なのなわ かるZ夙 豸ヒの ψのこと着一r考.

えてぽ 乙`}ω

支え '^1c/での競 ω よま/f一みナーω よぎ搬 祖手 ω

捌zた ときや趣7ったときの ザボ ーκ1ノ


家族を大切にする 家族を守る 鏃 ぎ守るω


家庭に責任を持つ 豸飆 凄 在を券つω


家庭を大事にする このまま家庭をズ'歙 ナるω


家 族メンバ ーとしての意識 を持 家庭は個人と個人で成立するという意識 豸飆 蜜酬 と酒レく縅 立すると61易識 を乙っカ、夕と着
ち続 ける を持つ つω

感謝の気持ちを互いに持ち続ける 営κ翻 の窺痔ちをか互`魯κ6つ ω

楽 しい生活を送る 楽しい生活を送る 子どる首含め、仲長 く羮乙く笑6}のある生彦 継 るω

姦ヨ柔1乙く週 ごずで1丿

たくさん思 い出を作る たくさん思い出を作る たくさん窟ρ出を作るω

真面目に頑張る 真面目に頑張る 緬 召にコツコツ嗾 っτぼ乙61ω
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V.考 察

本研究では、回収率が父母 ともに20%を 下回っている。

その理由として、文章完成法であったことや質問項 目が多

かったことが考えられる。さらに、妊娠後期で出産が近づ

いた忙 しい時期であったことや夫婦別々の返送としたが、

夫婦そろって回答 しなければな らないという意識が働い

ていることなどが考えられる。

本研究の対象者の結婚年齢や年齢は、2002年 の平均初

婚年齢や年齢分布8)と ほぼ同様で平均的な夫婦と考えら

れる。父親は全員就業しているが、母親は専業主婦が多 く、

父親が家計を支えている。雇用均等政策研究会報告書によ

ると末子の年齢が3歳 以下の世帯の母親の就業者率は3

割弱であり9>、本研究の母親の就業率と変わりがない。両

親のほとんどが核家族であ り、全国の核家族世帯の割合

(68.0%)10)よ りやや高い傾向にある。 これは、父親が

積極的に育児参加しなければ、母親の負担が大きくなるこ

とを示 している。母親の主観的健康観や疲労感と父親の育

児参加との間に有意な関連性が認められ11)、 特に、就業

している母親にとって、父親の育児参加による育児負担感

軽減の影響は大 きいと考えられる。また親になる実感は、

両親とも 「あるJが40%以 上で、「すこしある」を加える

と80～90%と 高い回答が得られている。父親の実感が得

られる時期は70～80%は 出生後であるという報告12・13)

と比較すると、妊娠後期とはいえ出産前からすでに親 とし

ての意識を持っている父親か らの回答であると考えられ

る。また、今回の妊娠を予定していた者が、父母 とも6

割以上であることも、親になる実感を得やす くしていると

思われる。

母親が妊娠に喜びを感じ、胎児を大切にする態度は、す

で に母性愛の芽 生えが確認されているものといえるとい

う報告14)が あるが、具体的な記載内容では、r親になるこ

とに喜びを感じている』が両親 とも共通 して抽出されてい

ることか ら、母性愛や父性愛が芽生えはじめていると思わ

れる。さらに母親では、父親に比べて 『親になる心の準備

はできている』や 『できる限りのことをする』な ど前向き

な親としての意識が伺える。これは、出産を間近に控えた

母親が、身体的な面か らの出産に対する心構えもできかけ

てお り、親になるという実感を父親よりも具体的に得てい

るからと考えられる。対象が妊娠28週 以降の母親である

ことから自然な意識であると思われる。

その反面、両親とも『初めての育児に対する不安』や 『親

になる責任を感 じている』が共通して抽出されてお り、喜

びと同時に不安や責任という複雑な心理状態であること

が推察できる。対象の80%が 核家族であり、初めての育

児を不慣れな両親だけで取 り組んでいくことに不安を感

じていると思われる。これらに対しては、両親学級への受

講時に、初めて出産 ・育児に向かう両親が、他の両親 とと

もに妊娠・出産・分娩・育児を学習するグループを通 して、

普段家庭において話し合えないようなことを夫婦で話 し

合い、相互理解をはかるようにすすめることが必要である。

また、経産婦やその夫との交流や地域でのつなが りを意図

的に企画することで、よ り体験者か らの助言や継続したサ

ポー ト体制が得 られるようにすることも重要である。一方、

親としての意識 を十分感じている親もいるが、『親になる

ことに対 して実感がない』という両親も存在している。こ

のことは、早期から胎児への関心が得られるような援助も

個々のケースに応 じてすすめられる必要があるというこ

とを示 している。特に、父親の場合は、母親に比べて間接

的にしか胎児の存在を確認できないために、親としての実

感が得にくい状況にある。佐々木 ら15)は 、胎児への関心

が深まることで、よ り胎児へのかかわ りが多くな り、胎児

の存在を実感できると報告している。

父親が 「夫として期待されていること」について、父親

の自覚 と母親からの期待を比較すると、育児や家事への参

加、経済的な支え、健康、夫婦関係のよさ、さらに子 ども

ができても現在のままでありたいということは共通 した

認識であった。これから子どもが加わる家庭生活において、

父親は自分に何が期待されているかは十分に認識してい

ると考えられる。これらの期待内容は、現在のところ夫婦

間のずれはみられない。しかし、母親では、さらに、相互

に支え合うや家族 としての連帯意識などの精神的サポー

トを期待 している。この点については、父親はあまり意識

してお らず、両者のずれがみられている。また、精神的サ

ポートは、実際に育児が始まった後にも、母親のニーズと

して高くなる割には父親の関心度や実行度が少ない行為

である16)た めに、夫婦間でのずれが生 じて、不満につな

がりやすい内容である。妊婦の興味 ・関心は次第に出産 ・

育児に向けての心の準備 を整える方向に向かい、胎児 とと

もに暮 らすような精神状態が生まれる。この段階の父親は、

妊婦が安心 してそのような状態 を楽 しむことができるよ

うに、妊婦や胎児を支えるような心理的 ・社会的な環境を

保ち守ることに大きな役割を果たす17)必 要がある。その

ため、医療従事者は、両親学級などで、父親に対 して母親

の精神的サポー トの重要性を伝えていく必要がある。また、

母親は父親に対 して、家族として協力していきたいという 

II
 



期待を抱いていることもわかった。反対に、父親は、『家

計を支える』 ことを期待されていると回答 した者がお り、

新 しく家族を迎えての生活 において経済的に支えていく

役割を担っていると認識 している。男性はもともと仕事と

いう社会的立場があり、結婚によ り夫という役割が加えら

れ、さらに妻の妊娠で父親という役割を期待される。父親

は、自ら親になることで仕事に対してよ り責任を感じると

ともに、妻からの夫や父親としての期待にも応えていかな

ければならず、親 としての責任は女性以上に感 じてしまう

と考えられる。そのような父親に対 して、医療従事者から

の精神的サポー トを充実させたり、父親が育児に参加でき

る時間に帰宅できるようにするための取 り組みを行 うな

ど、父親を取 り巻 く社会的な基盤整備をしたりする11に

とで、母親への精神的サポー トを行いやすい環境を作る必

要がある。このことは、妊娠中の精神的な支えとしての父

親の役割が重要なことは、母親の精神的状態と乳児の発育

状態の関係を示す研究により明 らかであるis>た め、非常

に大切だと思われる。

また従来型の男女の役割分担に同感 しない人の割合は

高まってきているものの、女性は就業していても 『家事』

や 『育児』をきちんと行うべきだと考える人の割合は依然

として高いと報告されている19)。 本研究の対象において

も、父親に対しては『家計を支える』ことへの期待があり、

母親の70.3%が 専業主婦であることを考慮に入れると、性

別役割分業状況がまだまだ根強く残っていることが示さ

れているといえる。

母親は、子どもが加わることで楽しみや思い出を作 り、

家庭の充実を図ることも父親に期待 している。全体的に母

親のほうが、具体的な生活場面を描いている。これは、親

になる意識は、父親は母親より楽天的、母親は父親より現

実的といえるという報告15)か らも理解できる。また、父

性の発達を助長するものとしては、良い父親になれるよう

努力しようとする男性自身の意欲、さらに良好な夫婦関係

や妻に対する思いや り、妻との関係において夫としての役

割意識を有していることが重要であると報告されている20)。

また、川井ら21)は 、父親の育児における役割を明らかに

しながら、母親の役割とうまく調和 し、家庭の養育機能を

高めていくのがよいと指摘している。

本研究の限界は次の2点 が挙げられる。一つ目は、回収

率が低かったという点である。これは一部の熱心な父母か

らの回答に偏っている恐れがある。二つ目は、調査を行っ

た2ヶ 所の病院とも、近畿圏内にあり、地域の特徴に偏 り

がある点である。地域の特徴が似ていれば、文化的な影響
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を受けている可能性がある。今後、様々な地域で、対象を

広 げて分析していく必要があると考えられる。

Vf.結 論

本研究によって以下のことが明らかになった。

①父母は、親になることに対する喜びを感 じている反面、

初めての育児に対する不安を抱 いているというアンビバ

レンスな状態である。

②妊娠後期においては、親になることに対 して実感がな

い者もいる。

③父親に期待 されていることは、育児や家事への参加、

経済的支え、健康、夫婦関係のよさについてであり、父親

の自覚と母親の期待は一致 していた。

④母親は父親に対 して精神的サポー トを期待する反面、

父親は意識しにくい状況にある。

⑤母親のほうが父親よりも具体的な生活場面を描いて

いた。

以上のことから、医療従事者は、両親がともに病院に来

て、援助のきっかけとなる両親学級への参加を促進し、父

母がお互いの気持ちを理解し、お互いの支えとなれるよう

に、さらには、胎児が生まれる前に育児技術を習得できる

ように援助していくことが大切である。医療従事者は、父

親 も育児に積極的に取 り組めるように、母親だけでなく、

父親に対 しても直接援助することが求められている。
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